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 ２０２５年７月１日 

 

 

 

 

☆柑蘆同人誌「芦火」第７３７号（令和七年七月号） 

 

・表紙：「噴水」 

・来月号（八月号）の兼題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜季語：噴水（三夏・生活）、子季語：噴上げ・噴泉＞  

・公園や庭園の池などに設けられた、水を高く噴き上げる装置またはその水のこと。噴水

は年中あるが飛び散る水の飛沫など、その涼しげな味わいから夏の季語とされる。 

近くによるとしぶきを浴びて涼やか。日が当たれば虹が浮かび出る。 

 

「有名俳人の句」 

・噴水に夕日来てゐるいまむかし   須原さだを 

・噴水の広場を通り絵を運ぶ     久保 武 

・大噴水小噴水へ水分かつ      竹中碧水史 

・噴上げに子等絶えず来て手を洗ひ  中村汀女 

・噴水の力ゆるめばやや青む     岡本 眸 

・噴水の頂点に眼を置いている    藤田守啓 

 

 

 

俳句の会「芦火」 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

☆高得点者および高得点句 

 ＊前月の清記表に記載された１１名の５５句のなかから互選の結果、以下の同人が高得点

者となりました。併せて高得点句も掲載します。 

  ＜高得点者（敬称略）＞ 

   １４点  碧亥、１２点 草炎、９点 恵吾・穂心、８点 温州  

  ＜高得点句（４点以上）＞ 

  ・篝火や鵜匠の背負ふ闇深し／碧亥・・・・・・・・６点 

  ・山吹や碑文薄れし奈良の古寺／恵吾・・・・・・・５点 

  ・盛り上がる若葉従へ天守閣／草炎・・・・・・・・５点 

  ・校門の新任教師風薫る／温州・・・・・・・・・・４点 

  ・万緑や木々の香乗せて観覧車／草炎・・・・・・・４点 

  ・夏めくや実習船の出港す／穂心・・・・・・・・・４点 

  ・尼寺の苔むす門や竹落葉／善富・・・・・・・・・４点 

 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

☆その他のトピックス 

① 今月号の清記 

・今月は９名の方が合計４５句を出句されました。 

② 近況報告および通信 

・同人・笹岡顕一郎さんの娘さん・山本かおりさんより、笹岡さんが令和五年八月にご

逝去されていたと、勝さん宛に電話があったとご報告がありました。 

 笹岡さんは昭和八年七月九日生まれで享年九十歳ということになります。 合掌  

・碧亥さん、草炎さん、善富さんからそれぞれ近況報告がありました。 

・要さんは体調不良で今月はお休みです。 

・誠に残念ながら、体力不良ということで、寺西祐司さんから２０２５年５月末日を持

って退会したいとの申し出がありました。 

・穂心さんから大阪天王寺にある「慶沢園」に吟行に行かれたと報告がありました。 

慶沢園～大阪市立天王寺美術館～茶臼山～一心寺の２時間コースを散策されたそう

です。 

前日までの梅雨空がこの日は快晴となり、緑鮮やかな紫陽花や池の水面に映るあべ 

のハルカス、一心寺に遺る小西来山の句碑「時雨れるやしぐれぬ中の一心寺」を鑑賞 

しながらの吟行となったそうです。 

・小生（温州）からは、和歌山高商の初代校長・岡本一郎先生の胸像とともにとともに

松下会館横に設置されている和歌山高商初代寮監・野村越三先生のオリジナル胸像

を求めて６月８日・９日の２日間、大分県佐伯市を柑芦会の先輩３人と共に訪れた紀

行文を投稿させて頂きました。 

実は、松下会館横の野村先生の胸像は佐伯城址にある胸像のレプリカであります。 

また、野村先生は生まれ故郷の大分県佐伯市では小中学校の副読本で「郷土の偉人」

として明治の文豪・国木田独歩と並んで尊敬されている偉人であります。 

紀行文の詳細については、来年の「柑芦百年史」に掲載予定ですので、そちらをご参

照ください。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 ＜俳句の会「芦火」概要＞ 

 ・会員は柑芦会会員 

・現在の会員は大学３期卒から２５期卒の１０名 

・昭和３８年（１９６３年）結成・・・約６０年の歴史 

・会員の作句は通信俳句誌「柑蘆同人誌・芦火」に掲載され毎月各人に配付 

・創刊以降毎月発刊。令和４年（２０２２年）６月に第７００号発刊。 

・５０号ごとに句誌を発刊。令和４年５月に「芦火第１４号句集」発刊 

・創刊時からの延べ会員数、７２名（高商３２名、高商教授１名、大学３９名） 

野村越三先生胸像 

（松下会館横・レプリカ） 

岡本一郎先生胸像 

（松下会館横） 

野村越三先生胸像 

（佐伯城址・オリジナル） 

佐伯市立佐伯小学校 

（校門には「四教堂」の看板） 
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 ＜編集者・コンタクト先および会費＞ 

・編集者：穂永 千秋（大学１７期）（俳号：穂心） 

メルアド：suishin2010@dream.ocn.ne.jp／携帯：090-9887-2513 

・その他のコンタクト先; 

・山下 勝（大学１４期・前編集者）（俳号：勝） 

メルアド：yama723@nifty.com／携帯：090-1349-6727 

・平林 義康（大学２０期）（俳号：温州）  

メルアド：hirabayashi9497@yahoo.co.jp／携帯：090-8525-7293 

 ・会費：年会費１万２千円 

以上 

（文責：平林 温州） 
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